
キ
起
こ
す
．
事
と
想
は
れ
る
瓢

　
と
棄
君
宏
甲
漱
ぎ
は
北
B
猟
期
の
エ
リ
ュ
デ
シ
哩
ン
の
、
秘
君
η
ち
ゆ
駕
持
つ
た
程
レ
｛
の
ギ
瞬

い
凱
ッ
セ
イ
と
し
て
幽
亦
ご
く
あ
り
ふ
れ
る
午
明
た
、
↑
　
，
粧
．
の
邊
績
に
も
不
拘

ひ
し
ノ
＼
と
空
夢
，
R
者
の
胸
に
通
ず
る
慨
し
い
型
の
名
ズ
と
し
て
、
　
一
般
に

調
黛
れ
、
築
く
歴
、
更
的
活
膜
の
開
か
れ
ん
罫
を
踏
ん
で
丘
．
ま
な
い
。
　
（
弘
突

，
判
こ
行
一
、
編
綴
二
円
、
二
十
於
〉
〔
t
魯
～
一
「
一
〕

長
タ
濤
．
孕
薄
十
漣
レ
認
今
ゆ

西
洋
実
論
叢
　
政
治
と
思
想

　
本
欝
は
再
洋
近
写
史
の
一
人
轡
．
、
財
と
し
て
、
〃
ノ
午
本
β
史
帆
、
界
に
重
き
を

鶯
∵
さ
れ
み
．
一
　
郷
冨
ヒ
ロ
嫌
嵩
上
が
、
．
惣
旧
甲
の
、
績
み
灘
伸
へ
ら
｝
れ
う
に
帯
頃
脅
、
．
隣
円
圭
の
緊

毎
に
鴎
．
累
ゆ
う
扁
6
2
に
．
順
韓
、
、
れ
覧
－
一
父
集
で
あ
ろ
が
、
既
の
脂
、
の
ー
ズ
離
を

世
に
壺
り
事
は
賓
に
我
が
邦
．
西
汁
史
μ
、
募
に
と
り
哺
矢
の
出
來
疑
で
お
っ
て

既
の
曙
斯
早
の
獲
凝
を
’
彌
實
に
涙
す
も
の
し
三
（
ひ
得
る
で
あ
ら
，
。

　
努
め
◇
、
宝
剣
．
十
．
礒
，
旧
、
凱
界
の
、
ぼ
．
憎
、
長
・
大
．
減
、
雨
博
ヒ
は
も
と
よ
り
、

東
京
、
メ
，
ゆ
、
東
北
、
九
…
甥
、
廣
島
と
お
よ
そ
西
津
舅
、
學
の
…
酌
H
の
存
ナ
る

大
携
の
囑
い
こ
、
ト
一
巳
し
然
も
第
、
線
に
∴
光
つ
ば
奏
上
．
・
梅
篇
国
際
．
撮
じ
て
る
ら
れ

る
饗
膳
悲
ボ
国
幣
ヒ
の
傷
め
に
、
そ
の
專
攻
の
飯
気
に
於
て
健
筆
・
．
蕨
は
れ

た
等
は
駕
．
に
臣
日
、
と
云
ふ
他
は
な
い
。
然
し
乍
ら
そ
の
爲
め
却
っ
て
網
鼠
の
．

弊
に
鳴
り
、
き
の
き
い
た
木
卜
　
の
射
撃
に
い
さ
瓦
か
そ
ぐ
は
な
い
感
た
き
に

し
も
黍
”
計
は
致
し
カ
の
な
い
写
ぐ
φ
）
ろ
。

褥
．
．
b
瓢
れ
ミ
遍
目
の
水
准
を
ボ
す
中
に
馬
綱
し
て
原
要
目
博
士
の
「
．
∵
ホ

かrl
MiG

介

鉾訴銭轡命のス

　る　と　i’L　．が駅
　う　し．～㌧等アL／
　　tてののン．f，’

繕鷺1、護

露礁鰹

糠喜欝煙

東
盤
地
政
學
建
蔽

米
愈
二
鄭
著

　
帯
陛
目
野
の
竃
八
綿
鵬
プ
ゾ
鉱
㌧
よ
ノ
蹄
一
二
L
仙
南
．
肩
口
か
転
ん
燕
♪
こ
う
〆
弘
ゐ

　
濡
滝
の
う
ち
よ
り
、
の
た
ら
し
き
も
の
の
亀
れ
出
づ
る
簾
史
の
挺
大
プ
る
序

註
’
ビ
し
〉
り

　
》
ご
・
ノ

縫
「　

距
網
瓶
は
八
ノ
、
冠
し
き
ダ
．
炎
の
、
誘
、
し
♂
，
、
糧
埠
の
調
溢
宥
と
～
て
吉
々
の

、
溺
に
穿
9
ぐ
そ
し
て
地
鷺
身
も
．
亦
永
い
芦
レ
の
μ
．
史
の
り
ち
に
、
あ
た
ら
し

き
、
眞
の
地
理
μ
碧
が
甑
縛
し
、
時
代
ル
．
飛
し
ぐ
購
り
、
単
一
曳
新
し
ご
穀
罪

を
敷
め
C
ゆ
く
も
の
－
．
G
～
気
丸
盆
撫
’
薫
疑
梅
ヂ
〆
、

　
米
倉
．
一
鶴
な
凝
一
夏
、
密
測
器
地
薩
．
駄
圧
．
総
」
鰍
ま
こ
－
．
儒
に
既
の
や
う
な
．
式
に
、

永
き
に
わ
た
つ
、
臥
ほ
な
る
阿
演
悔
刀
の
後
に
上
町
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

題
し
て
東
窪
地
政
學
と
．
ぼ
れ
る
が
、
も
と
よ
り
之
は
全
世
界
の
申
援
た

る
轟
八
東
頃
の
地
薫
を
、
疑
本
漉
政
學
の
指
環
埋
念
に
強
っ
て
論
究
難
解
せ
ら

聖
君
た
書
℃
の
で
・
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

第
工
十
七
艦
～
　
第
瓢
號
　
　
一
留
瓢
蔦

（．1　））



綴

介

第
篇
十
勲
轡
　
第
二
號
　
　
ご
瓢
鰻

　
集
麗
の
池
た
る
や
三
尊
に
し
て
、
雄
大
、
之
を
一
豊
の
峯
に
抱
握
す
る
極

め
て
棄
難
事
に
瀦
す
る
が
、
本
瞥
は
よ
く
、
既
の
複
職
多
彩
な
る
、
世
界
最

大
の
大
睡
と
最
大
の
海
洋
を
包
際
す
る
暖
域
大
斎
垣
甑
の
性
格
の
う
ち
に
、
統

…
幾
を
耀
き
、
本
來
皇
國
を
申
’
6
に
一
鵬
酌
關
…
係
を
抱
持
し
、
統
一
的
構
成

を
離
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
地
縄
と
纒
災
の
綜
合
の
上
に
、
即
ち
晴
寮
一

．
難
の
見
地
に
於
い
て
・
礒
然
、
鰻
旋
、
縫
會
、
政
治
、
纏
濟
、
・
竃
事
等
各
方
面

よ
り
犀
利
糖
…
繕
駅
へ
る
…
謡
考
を
加
へ
・
り
れ
て
る
る
の
で
ぷ
め
る
⇔

　
序
の
現
代
の
歴
史
的
合
格
に
於
い
て
は
薪
し
き
中
極
の
始
ま
ら
ん
と
す
る

現
代
の
妹
…
絡
を
明
醗
に
宏
た
魏
｛
情
を
も
つ
て
誠
…
ら
れ
、
第
二
皐
東
麗
地
政
糠
甲

の
本
質
に
於
い
て
は
、
世
界
観
と
壇
麗
學
よ
り
日
本
、
支
那
、
西
洋
政
治
堰

理
雛
史
を
要
領
よ
く
論
蓮
せ
ら
れ
最
後
に
そ
れ
一
5
の
上
に
獲
罐
す
る
東
亜
地

敵
學
の
内
容
に
説
き
及
ん
で
お
ら
れ
る
。
第
二
三
世
三
三
秩
序
の
構
圏
に
於

い
て
は
東
亜
以
外
の
糠
騨
各
廣
域
圏
の
諸
條
件
を
比
較
検
講
せ
ら
れ
、
途
ひ

に
鋼
帯
に
頚
絶
し
て
最
も
優
れ
た
る
廣
域
醐
の
大
東
縄
だ
る
所
以
を
明
に
せ

ら
れ
、
次
章
・
器
東
亜
の
・
口
然
、
民
族
、
駄
愈
に
於
い
て
夫
々
詳
述
せ
ら
れ
る
。

第
四
章
大
｛
果
亜
の
電
事
事
麗
は
著
者
の
将
に
多
年
窺
・
攻
せ
ら
れ
る
得
意
の
地

域
た
る
・
麦
那
に
於
け
る
軍
事
鞄
理
を
詳
細
…
に
論
究
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ

て
、
過
ぐ
る
船
齢
十
黛
年
支
那
事
礎
の
始
に
あ
た
り
既
の
研
究
は
特
に
序
に

も
記
さ
れ
て
み
る
如
く
、
適
常
な
る
方
面
に
巣
出
せ
ら
れ
、
端
的
に
實
朧
的

役
甜
罰
を
果
し
た
こ
と
を
記
さ
ね
ば
な
ら
な
い
Q
第
義
章
大
｛
霧
隠
の
政
治
地
理

の
う
ち
に
は
電
池
域
珊
に
よ
る
商
利
な
る
地
政
學
酌
考
察
が
行
は
れ
、
次
章

大
｛
東
亜
の
二
身
　
地
礎
に
於
い
て
は
資
源
、
國
熟
計
澄
瓦
俄
寸
心
堅
要
な
る
課
融
の

鰐
鳥
な
る
解
明
が
な
さ
れ
て
る
る
9
繍
語
の
大
東
亜
並
に
世
界
の
覇
秩
序
に

於
い
て
大
東
亜
こ
そ
は
世
界
の
機
心
で
あ
り
、
束
藍
の
薪
秩
序
は
齢
ち
全
世

界
の
薪
銚
移
を
も
た
ら
す
燐
以
を
瀧
か
れ
る
。
．

　
ま
こ
と
に
太
　
書
は
、
櫃
に
高
く
蝿
げ
ら
れ
た
小
牧
實
敏
聡
教
擾
の
「
日
本
縫

政
墨
ム
熱
冨
」
の
理
念
に
も
と
つ
く
其
雛
…
的
な
全
東
薫
範
械
の
綜
合
的
論
雛
で

あ
っ
て
、
愉
し
き
鹿
來
の
褒
麗
…
關
係
の
早
線
紹
介
地
理
書
、
或
ひ
は
醗
羅
地

政
學
書
の
氾
署
す
る
う
ち
に
燦
然
と
し
て
高
く
懲
へ
る
も
の
で
あ
る
。

　
今
琵
膏
舟
に
課
せ
ら
ん
た
る
光
羅
、
あ
る
大
東
輯
麟
建
設
の
聖
な
る
穴
事
業

に
挺
身
す
る
に
…
富
っ
て
、
最
良
の
指
纏
的
寒
亜
地
敗
墜
の
書
と
し
て
種
の
あ

ら
ゆ
る
識
奢
に
精
讃
を
薦
め
る
も
の
で
あ
る
◎
　
（
昭
和
十
六
年
十
罵
、
盤
活

紙
刊
、
蕊
灘
六
頁
、
竃
頓
証
岡
八
牽
飛
）

郵
度
支
那
（
佛
印
、
鷹
イ
、
ビ
ル
マ
、
英
額
購
マ
疑
蟄
）

世
界
地
理
政
激
大
系
第
…
呂
巻霊

賀
信
夫
著

　
大
市
仙
炬
戦
雫
勃
叢
説
來
、
北
方
を
忘
失
し
た
の
で
は
な
い
け
れ
ど
、
我
々

…
國
民
の
“
寵
麗
は
一
繕
…
に
南
方
に
肉
一
け
ら
れ
て
る
る
○
南
方
繍
　
は
、
》
で
れ
に
封

ず
る
我
が
國
民
の
意
識
の
麟
揚
と
典
に
　
毅
の
荒
き
舞
鶴
を
惹
起
せ
し
め
た

の
で
あ
る
○

　
本
書
は
襟
短
の
示
・
ず
如
く
、
官
等
南
方
陶
の
中
、
佛
ゆ
、
ダ
イ
、
ビ
ル
マ

英
領
マ
レ
ー
の
四
國
を
含
む
、
演
劇
印
度
漢
郷
雫
鳥
を
取
扱
つ
た
も
の
で
あ

る
。
臼
然
は
こ
の
雄
島
を
幾
何
か
の
壇
域
に
分
け
乍
ら
も
、
諏
も
…
の
地
域

に
統
一
せ
し
む
べ
き
準
業
風
、
溝
二
等
の
契
縫
を
附
期
し
て
み
た
の
で
あ
み

が
、
そ
れ
を
分
黒
し
、
叉
絹
互
の
交
渉
を
妨
げ
た
も
の
は
既
麻
に
強
継
支

（エ3・圭〉


